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本
会
は
、
平
成
30
年
の
「
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る

調
査
結
果
」
「
市
議
会
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」

を
取
り
ま
と
め
た
。
議
員
実
数
、
定
数
と
も
前
年
よ
り
減

り
、
こ
れ
で
13
年
連
続
で
の
減
少
と
な
っ
た
。
報
酬
で
は
、

4
年
増
額
が
続
い
て
い
た
議
長
報
酬
が
前
年
と
同
額
と
な

っ
た
。

両
調
査
は
、
平
成
30
年
12

月
31
日
現
在
に
お
け
る
全
国

8
1
5
市
区
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
に
よ
り
行
っ
た

も
の
で
、
回
収
率
は
両
調
査

と
も
に
1
0
0
％
。
調
査
結

果
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

定
数
調
査
結
果

議
員
実
数
の
状
況

平
成
30
年
12
月
31
日
調
査

時
の
8
1
5
市
区
議
会
議
員

の
実
数
は
1
万
8
9
5
3
人

（
1
市
当
た
り
23
・
3
人
）
。

前
年
調
査
の
8
1
4
市
区
、

1
万
9
1
0
0
人
（
1
市
当

た
り
23
・
5
人
）
に
比
べ
1

4
7
人
（
1
市
当
た
り
0
・

2
人
）
減
少
し
た
。
昨
年
10

月
1
日
に
福
岡
県
那
珂
川
市

が
市
制
施
行
し
、
17
人
増
加

し
た
も
の
の
、
減
少
が
そ
れ

を
上
回
っ
た
。
1
4
7
人
の

増
減
の
内
訳
と
し
て
、
減
少

は
6
人
を
最
高
に
1
8
7
市

区
2
5
4
人
。
増
加
は
5
人

を
最
高
に
65
市
区
90
人
と
な

っ
て
い
る
。

近
年
5
年
の
実
数
の
推
移

（
グ
ラ
フ
参
照
）
で
は
、
26

〜
27
年
の
2
0
0
人
以
上
の

減
に
比
べ
28
年
は
92
人
減
と

減
少
幅
が
縮
ま
っ
た
が
、
29

年
は
1
5
6
人
減
と
再
び
膨

ら
み
、
30
年
は
1
4
7
人
減

と
な
っ
た
。

実
数
は
合
併
特
例
（
在
任

・
定
数
）
適
用
市
が
多
か
っ

た
18
年
の
8
0
2
市
区
2
万

4
6
0
8
人
以
降
、
減
少
し

続
け
て
い
る
。

議
員
定
数
の
状
況

平
成
30
年
調
査
時
の
8
1

5
市
区
議
会
議
員
の
定
数
は

1
万
9
2
9
2
人
（
1
市
当

た
り
23
・
7
人
）
。

29
年
の
1
万
9
3
9
8
人

（
1
市
当
た
り
23
・
8
人
）

に
比
べ
1
0
6
人
の
減
（
那

珂
川
市
の
市
制
施
行
に
よ
る

増
加
分
17
人
を
含
む
）
。
内

訳
で
は
6
人
を
最
高
に
計
53

市
で
減
少
し
、
増
加
市
は
な

か
っ
た
。

報
酬
調
査
結
果

報
酬
の
平
均
額

正
副
議
長
と
議
員
の
報
酬

月
額
を
調
査
、
ま
と
め
た
。

平
成
30
年
の
議
長
報
酬
の

全
国
平
均
は
51
万
7
1
0
0

円
で
前
年
と
同
額
、
議
員
報

酬
が
42
万
1
8
0
0
円
で
、

前
年
比
2
0
0
円
（
0
・
02

％
）
増
と
な
っ
て
い
る
（
2

面
表
参
照
）
。

本
紙
調
べ
で
は
、
議
長
の

平
均
報
酬
月
額
は
、
26
年
か

ら
29
年
ま
で
4
年
連
続
で
増

額
と
な
っ
て
い
た
が
、
30
年

グラフ 議員実数の推移（近5年）

【
2
面
へ
続
く
】
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毎月3回5の日に発行
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議議
員員
数数
減減
少少
続続
くく

報報
酬酬
はは
横横
ばば
いい

定
数
・
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

※調査結果（過去分含む）を基に本紙が作成。
※( ）は前年との差。
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【
1
面
か
ら
続
く
】

は
横
ば
い
推
移
し
た
。

議
長
・
議
員
と
も
増
額
し

た
の
は
49
市
で
、
議
員
の
み

増
額
は
2
市
。
議
長
の
み
増

額
し
た
市
は
な
か
っ
た
。

減
額
で
は
、
議
長
・
議
員

と
も
減
額
は
13
市
区
で
、
議

長
の
み
減
額
1
市
、
議
員
の

み
減
額
3
市
と
な
っ
た
。

人
口
別
の
平
均
額

人
口
段
階
別
の
平
均
で
は

29
年
と
比
べ
、
議
長
報
酬
で

人
口
20
万
〜
30
万
人
未
満
、

10
万
〜
20
万
人
未
満
、
5
万

〜
10
万
人
未
満
（
い
ず
れ
も

特
別
区
除
く
）
の
市
が
減
額
。

ま
た
、
人
口
20
万
〜
30
万
人

未
満
、
10
万
〜
20
万
人
未
満

で
は
議
員
報
酬
も
同
様
に
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
人
口
段
階
の
市
以
外
で
は
、

全
て
に
お
い
て
同
額
ま
た
は

増
額
と
な
っ
た
。

人
口
別
の
最
高
・
最
低
額

本
会
は
今
回
の
調
査
結
果

を
受
け
て
議
長
、
副
議
長
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
月
額
議
員

報
酬
の
最
高
額
・
最
低
額
を

人
口
段
階
別
に
作
成
、
人
口

規
模
で
の
差
異
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。
議
長
と
議
員
の
最

高
額
・
最
低
額
は
左
表
の
通

り
（
29
年
か
ら
増
額
の
区
分

が
黄
色
、今
回
減
額
は
な
し
）。

表 議長・議員報酬人口段階別平均 〔単位：万円〕

総
務
省
の
「
地
方
議
会
・

議
員
の
あ
り
方
に
関
す
る
研

究
会
」
（
座
長
・
只
野
雅
人

一
橋
大
院
教
授
）
の
第
2
回

会
合
が
8
月
30
日
、
都
内
で

開
か
れ
た
。
地
方
側
の
意
見

が
求
め
ら
れ
、
研
究
会
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
本
会
の
川
上
幸

博
地
方
行
政
委
員
会
委
員
長

（
出
雲
市
）
、
安
達
和
彦
指

定
都
市
協
議
会
会
長
（
神
戸

市
）
の
2
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、

議
員
の
人
材
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
強
化
を
訴
え
た
。

川
上
氏
は
、
「
市
議
会
が

多
様
な
人
材
で
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
」
と
指

摘
。
そ
の
背
景
と
し
て
①
議

員
定
数
の
削
減
に
伴
う
議
員

1
人
当
た
り
の
市
民
数
や
活

動
面
積
の
増
加
②
地
方
自
治

体
へ
の
権
限
移
譲
や
裁
量
権

の
拡
大
な
ど
地
方
分
権
の
進

展
③
少
子
高
齢
化
、
外
国
人

労
働
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る

社
会
構
成
メ
ン
バ
ー
の
変
化

―
を
挙
げ
た
。

川
上
氏
は
そ
の
一
方
、
現

実
の
議
会
で
は
、
議
会
投
票

率
の
長
期
的
な
低
下
傾
向
、

議
員
の
高
齢
化
な
ど
の
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
打
開
策
と
し
て

本
会
が
6
月
総
会
で
決
定
し

た
「
多
様
な
人
材
の
市
議
会

へ
の
参
画
促
進
に
関
す
る
決

議
」
の
実
行
を
要
望
。
決
議

に
盛
り
込
ま
れ
た
①
多
様
な

人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を

促
す
環
境
整
備
②
議
会
の
権

能
強
化
の
2
点
に
つ
い
て
、

個
別
要
望
事
項
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
安
達
氏
は
、
「
現

在
の
と
こ
ろ
指
定
都
市
全
体

に
お
い
て
は
議
員
の
な
り
手

不
足
問
題
は
大
き
な
問
題
に

は
な
っ
て
い
な
い
」
と
し
な

が
ら
も
今
後
、
問
題
が
顕
在

化
す
る
懸
念
を
表
明
し
、「
指

定
都
市
協
議
会
で
議
員
の
権

能
強
化
等
に
つ
い
て
様
々
な

議
論
を
行
っ
て
い
る
こ
と
」

な
ど
を
報
告
し
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
選
挙

制
度
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
も
さ
れ
、
複
数
の
候
補
者

に
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き

る
「
連
記
投
票
」
に
つ
い
て

安
達
氏
を
は
じ
め
複
数
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
、
女
性
議
員
増

加
な
ど
に
つ
な
が
り
や
す
い

と
し
て
賛
意
が
示
さ
れ
た
。

議員

最低額

18．00

26．60

36．00

43．50

51．50

55．00

61．00

58．90

64．80

―

最高額

44．20

59．10

62．00

66．40

66．00

70．00

68．60

62．20

95．30

―

平均

33．15

39．14

46．19

53．87

59．13

62．69

64．40

60．98

79．24

42．18

議長

最低額

23．00

34．79

43．80

50．50

62．50

64．00

72．80

86．12

77．90

―

最高額

54．50

73．70

76．00

75．80

79．00

82．70

82．30

95．60

117．90

―

平均

41．29

47．50

55．30

64．05

69．05

74．18

76．89

91．92

96．39

51．71

市区
数

273

254

154

39

24

21

7

23

20

815

区分

人口

5万未満

5万～10万未満

10万～20万未満

20万～30万未満

30万～40万未満

40万～50万未満

50万以上

特別区

指定都市

全国平均

本
会
「
議
員
人
材
確
保
を
」

「
地
方
議
会
・
議
員
の
あ
り
方
」
研
究
会地方議会・議員のあり方に関する研究会の模様

※調査結果から抜粋して本紙が作成
※黄色＝前年度比増 青色＝前年度比減
※10円単位四捨五入

川上地方行政委員長
（出雲市）

安達指定都市協会長
（神戸市）

第2096号 令和元年9月15日 （2）全国市 議 会 旬 報
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昭
和
49
年
9
月
、
大
型
台

風
16
号
に
よ
る
記
録
的
豪
雨

で
多
摩
川
が
増
水
し
、
狛
江

市
で
堤
防
が
決
壊
。
民
家
19

戸
が
激
流
に
の
み
込
ま
れ
た
。

多
摩
川
水
害
か
ら
今
年
で
45

年
。
震
災
や
大
雨
被
害
な
ど
、

い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
大

き
な
災
害
が
起
き
る
か
わ
か

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想

定
し
た
備
え
が
求
め
ら
れ
る
。

狛
江
市
議
会
の
石
井
功
議
長

（
59
）
に
災
害
時
の
議
会
の

対
応
方
針
を
聞
い
た
。

災
害
が
東
京
の
住
宅
密
集

地
で
発
生
し
、
多
く
の
住
民

の
目
の
前
で
住
宅
が
流
失
。

濁
流
と
な
っ
た
水
流
を
阻
害

す
る
形
の
堰
堤
を
陸
上
自
衛

隊
、
建
設
省
が
爆
破
す
る
と

い
う
非
常
手
段
が
と
ら
れ
た
。

多
摩
川
水
害
の
と
き
、
石
井

議
長
は
中
学
生
。
堰

堤
爆
破
で
多
摩
川
か

ら
1
キ
ロ
離
れ
た
自

宅
の
窓
ガ
ラ
ス
が
衝

撃
で
揺
れ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

市
議
会
は
当
時
、

9
月
1
日
の
堤
防
決

壊
に
対
処
す
る
た
め
、
翌
2

日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

善
後
策
を
協
議
し
た
。
決
壊

原
因
を
調
査
し
て
被
災
者
救

護
活
動
を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
た
め
、
多
摩
川
決

壊
対
策
特
別
委
員
会
を
7
日

の
臨
時
市
議
会
で
設
置
し
た

ほ
か
、
被
災
者
救
済
を
目
的

と
し
た
市
長
提
案
の
救
難
緊

急
措
置
条
例
と
必
要
な
補
正

予
算
や
、
決
壊
個
所
の
全
面

復
旧
、
被
災
者
へ
の
全
面
補

償
を
国
に
求
め
る
議
員
提
出

の
意
見
書
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
。

議
員
全
員
で
建
設
、
自
治
、

大
蔵
各
省
な
ど
に
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

「
当
時
、
議
会
は
い
ろ
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
。
災
害

が
起
き
た
時
、
議
会
と
し
て

何
を
す
べ
き
か
。
ひ
と
つ
は

住
民
の
声
を
聴
く
こ
と
。
も

う
ひ
と
つ
が
政
治
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
」
。
一
度
目
の
議

長
を
務
め
た
と
き
の
平
成
26

年
8
月
、
会
派
代
表
者
会
議

で
「
狛
江
市
議
会
災
害
対
策

連
絡
会
の
設
置
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
」
を
し
た
。
市
長

が
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
時
に
連
絡
会
を
設
け
、
対

策
本
部
と
連
携
し
、
情
報
交

換
を
行
い
、
本
部
の
災
害
対

策
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
を

す
る
。
議
長
は
本
部
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
、

連
絡
会
と
本
部
と
の
情
報
共

有
に
努
め
、
本
部
に
連
絡
会

と
し
て
の
要
請
・
提
言
を
行

う
。
議
員
か
ら
収
集
し
た
情

報
を
本
部
へ
伝
え
、
本
部
か

ら
の
情
報
は
電
子
メ
ー
ル
で

議
員
全
員
に
提
供
す
る
。

「
市
民
か
ら
の
声
を
受
け
、

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
職

員
に
『
自
分
の
地
域
は
こ
う

い
う
状
態
。
こ
う
し
て
ほ
し

い
』
と
働
き
か
け
る
」
。
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
応

援
で
行
っ
た
際
、
そ
ん
な
話

を
聞
い
た
。
「
こ
れ
っ
て
す

ご
く
起
こ
り
が
ち
。
政
治
家

は
思
い
付
き
で
視
察
も
す
る
。

有
事
の
際
の
政
治
家
の
行
動

は
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な

い
。
有
事
の
と
き
こ
そ
、
議

会
は
何
を
す
る
か
市
民
か
ら

見
ら
れ
て
い
る
。
住
民
の
た

め
を
思
っ
て
あ
あ
し
て
ほ
し

い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
市

側
に
言
う
と
災
害
の
支
援
活

動
に
影
響
が
出
る
。
議
長
を

窓
口
に
し
て
要
請
も
一
本
化

し
た
形
で
行
え
ば
、
行
政
の

活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と

思
う
」
。
確
信
を
も
っ
て
語

っ
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
マ
ッ

ト
運
動
、
跳
び
箱
が
好
き
で
、

高
校
の
部
活
は
体
操
。
跳
馬

と
平
行
棒
が
得
意
だ
っ
た
。

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
車
買
い
取
り
会

社
経
営
を
経
て
、
地
元
の
市

議
の
後
継
で
政
治
の
世
界
へ
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
頑
張
り
ど
こ

ろ
を
察
知
す
る
こ
と
」
。
映

画
観
賞
と
自
宅
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
趣
味
で
、
特
技
は

「
の
し
掛
け
包
装
」
。
ア
パ

レ
ル
会
社
時
代
、
メ
ン
ズ
ソ

ッ
ク
ス
の
営
業
を
し
て
い
た

と
き
、
デ
パ
ー
ト
に
出
入
り

し
、
中
元
、
歳
暮
の
繁
忙
期

に
商
品
包
装
を
手
伝
っ
た
。

「
当
時
は
速
か
っ
た
。
今
で

も
で
き
ま
す
よ
」

狛
江
市
議
会
は
、
広
報

紙
「
こ
ま
え
市
議
会
だ
よ

り
」
の
一
層
の
充
実
に
向

け
、
企
画
・
編
集
に
対
す

る
市
民
の
意
見
・
要
望

を
聴
く
た
め
の
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
導
入
す
る
。

議
会
事
務
局
に
よ
る

と
、
市
民
目
線
の
議
会

だ
よ
り
に
し
て
幅
広
く

読
ん
で
も
ら
う
の
が
狙

い
で
、
議
会
改
革
の
一

環
。
市
民
の
声
を
最
優

先
に
す
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

モ
ニ
タ
ー
は
18
歳
以
上

の
市
民
10
人
。
9
月
1
日

に
募
集
、
定
員
に
達
し
た
。

任
期
は
2
年
。
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
た
市
民
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
も
ら

う
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー

連
絡
会
議
で
意
見
交

換
を
実
施
。
市
議
会

だ
よ
り
の
紙
面
に
反

映
さ
せ
る
。

本
会
の
「
市
議
会

の
活
動
に
関
す
る
実

態
調
査
結
果
」
に
よ

る
と
、
議
会
モ
ニ
タ

ー
制
度
の
採
用
は
、
平
成

29
年
12
月
末
現
在
、
8
1

4
市
区
（
当
時
）
の
う
ち
、

3
・
1
％
の
25
市
。

狛
江

災害時の議会対応 多摩川水害から45年

石井功狛江市議会議長

住民の声を聴き
政治的バックアップ

議会だよりモニター

（3） 令和元年9月15日 第2096号全国市 議 会 旬 報
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